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高速応答・高精度・薄型のフレキシブルサーミスタセンサを開発 

 

三菱マテリアル株式会社（執行役社長：小野 直樹、資本金：1,194億円）高機能製品カンパ

ニーは、従来製品よりも高速応答・高精度・薄型で、さらに曲げても動作するフレキシブル

なサーミスタセンサ（以下「新製品」）を開発しましたので、お知らせいたします。本製品

のサンプル出荷は 7月より開始しております。 

 

サーミスタセンサは温度を検知する電子デバイスで、スマートフォンやパソコンをはじめ、

自動車、自動二輪、エアコン、冷蔵庫など私達の日常生活を取り巻くさまざまなものに使用

されており、温度の計測はもちろん、電子機器の異常発熱による故障を防止する役割があり

ます。近年では、各種電子機器の軽量化・小型化・薄型化にともない、温度センサへの要求

も軽量化・小型化・薄型化し、加えて、より細かな温度制御を行うために、熱応答の速さ（高

速応答性）や、熱測定の精度のニーズも高まっております。 

 

当社では、2019年に車載用バッテリモジュール向けの高速応答サーミスタセンサ（以下「従

来品」）を開発しておりますが、新製品は、従来品と比べ約 7倍の高速応答性を有し（図２）、

熱測定の精度も約 2 倍を実現しております。また、従来品はチップサーミスタを樹脂ケー

ス部に内蔵していたことで製品の厚みが 4 ミリありましたが、新製品はチップサーミスタ

を基板の表面に搭載し、無駄な部品をなくしたことで製品厚み 0.5ミリを実現しました。こ

れによって新製品は従来品と比べ屈曲性が高くなり、狭い部位や湾曲した部位など、複雑な

形状や薄さが必要な製品への取り付けが可能となりました。さらに、新製品は、部材に鉛フ

リーはんだを使用するなど RoHS適合製品※を用いることで、自動車用途はもとより、医療

用機器や人体に接触するウエアラブル機器まで、幅広い用途での使用を期待しております。 

 

当社グループは、「人と社会と地球のために」という企業理念のもと「ユニークな技術によ

り、人と社会と地球のために新たなマテリアルを創造し、持続可能な社会に貢献するリーデ

ィングカンパニー」となることをビジョンとしております。今後も、サーミスタセンサの市

場のニーズをとらえ、独自の技術を活かした製品開発により、豊かな社会の構築に貢献して

まいります。 

 

※１ RoHS適合製品とは、～ヨーロッパ EUにおける規制で、電気電子機器に含まれる特

定有害物質の使用制限に関する司令の略称 RoHSに適合した製品 



新製品（表・裏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 新製品仕様 

シリーズ名 DCFシリーズ 

長さ 32.0㎜ 

幅 4.4㎜ 

厚み 最大 0.5㎜ 

使用温度範囲 -40℃～125℃ 

25℃抵抗値（許容差） 10kΩ±0.5％ 

B定数（25/50℃） 3380k±0.3％ 

B定数（25/85℃） 3395 k±0.3％ 

熱時定数（ｔ） 0.5秒 

熱放散定数（δ） 1.5㎽/℃ 

RoHS 適応 

 

図２ 熱応答性測定結果 

 



以上 

本件に関するお問い合わせ 

高機能製品カンパニー 電子材料事業部 営業部 デバイスグループ 

E-mail : devsales@mmc.co.jp 
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